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1.目的 

 本研究では、現在、野球の指導現場においてあ

まり行われていない内野手への下手投げ（ノンス

テップスロー）の指導に着目し、内野手における

下手投げの優位性を明確にすることで、今後、野

球の指導者が内野手にも積極的に下手投げを指

導するように促すことを目的とした。 

 

2.方法 

 一般的な内野手のスローイングとして行われ

る上手投げ（ステップスロー）と下手投げの比較

を行うための実験を行った。今回の対象とするプ

レーは、内野手が下手投げをよく使うケースの一

つとして挙げられる遊撃手の二塁送球に限定し

た。遊撃手がゴロを捕球してから送球し、そのボ

ールを二塁手が捕球するまでのタイムを測定す

ることにした。 

1）被験者：T大学硬式野球部に所属する内野手 

6名（1名を除き遊撃手経験有） 

2）実験方法：今回、遊撃手の定位置は、二塁・ 

三塁ベース間の塁線から 8ｍ後方（左翼手側） 

に下がったところとした。試技は、二塁ベース 

から三塁ベースに向けて測った 10ｍ地点、15 

ｍ地点、20ｍ地点（各地点±50ｃｍの範囲を設 

けた）の 3ヶ所で行い、それぞれの場所で下手 

投げと上手投げを 5回ずつ行った。 

3）分析方法：被験者が腰よりも下に転がって 

くるボールを捕球し、二塁に送球するまでの様子

をハイスピードカメラで撮影し、動画分析ソフト

（otcv8）を使用して遊撃手が捕球してから二塁手

が捕球するまでの時間を計測した。 

 

 

3.結果 

 被験者 6人それぞれの 5回の試技の平均タイ 

ムをまとめると以下の表の通りになった。 

※単位は「秒」。 

※小数点第 4位を四捨五入。 

※下手投げの方が速ければ「-」遅ければ「+」。 

表 1 実験結果（10ｍ地点） 

 

表 2 実験結果（15ｍ地点） 

 

表 3 実験結果（20ｍ地点） 

 

 以上より、3地点全てにおいて被験者 6人全 

員が下手投げの方が速かった。また、6人の下 

手投げと上手投げのタイムそれぞれの平均を比 

較すると、全ての地点において 0.15秒以上下手 

投げの方が速かった。 

 

4.結論 

 今回の実験において、内野手の下手投げの優 

位性は十分に証明できた。この優位性を多くの 

野球の指導現場へと広めていくべきだと考える。 

本研究では、下手投げの優位性を証明するこ 

とまでに留まったが、今後の課題は、下手投げに

取り組むことによる怪我のリスクを考慮しなが

ら、具体的な練習方法を考えていくことである。 


